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会合の時間を正しく守りましょう

公共の物をたいせつにしましよう

教養を高め、ひろく人材を育てましよう

積極進取の意気をもって働きましよう
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、

　
約
三
百
年
の
歴
史
を
持
ち
、
地
域
あ

げ
て
に
ぎ
わ
う
五
十
猛
神
社
（
財
光
寺
）

の
秋
祭
り
が
十
一
月
二
、
三
の
両
日
行

わ
れ
ま
し
た
。
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
“
ひ
ょ

っ
と
こ
踊
り
”
や
、
み
こ
し
を
先
頭
に

各
地
の
婦
人
会
や
子
ど
も
た
ち
、
青
年

な
ど
の
舞
踊
隊
が
踊
り
歩
き
ま
す
。
昨

年
の
一
結
成
さ
れ
た
、
財
光
寺
南
小
学

校
の
鼓
隊
も
ひ
ろ
う
さ
れ
、
沿
道
の
人

の
盛
ん
な
拍
手
を
浴
び
て
い
ま
し
た
。

　
神
社
で
は
、
こ
と
し
二
年
ぶ
り
に
伝

統
の
“
子
ど
も
相
撲
”
大
会
も
行
わ
れ
h

こ
の
日
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
チ
ビ
つ

子
た
ち
も
大
ハ
ッ
ス
ル
。
土
俵
の
ま
わ

り
は
黒
山
の
人
だ
か
り
で
、
　
「
ガ
ン
バ

レ
ー
」
　
「
押
せ
、
押
せ
」
の
声
援
と
笑

い
声
が
渦
ま
い
て
い
ま
し
た
…
…
。

　
一
と
こ
ろ
で
、
十
【
月
は
「
全
国

青
少
年
健
全
育
成
月
間
」
’
で
す
。
年
々

増
加
し
て
い
る
青
少
年
の
非
行
を
防
止

し
、
将
来
を
担
う
青
少
年
を
明
る
く
伸

ば
そ
う
一
と
い
う
も
の
で
す
。

　
最
近
の
特
徴
と
し
て
、
万
引
き
や
乗

物
盗
な
ど
の
「
遊
び
型
非
行
」
が
多
い

こ
と
と
「
非
行
の
低
年
齢
化
」
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。
膏
少
年
の
非
行
防
止
を
考

え
る
と
き
、
寓
少
年
自
身
に
よ
く
奢
え

さ
せ
る
こ
と
も
大
事
で
す
が
、
膏
少
年

を
と
り
ま
く
家
庭
、
学
校
、
地
域
な
ど

が
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
な
ど
に
つ
い
て
も
今
一
度

考
え
直
す
必
要
が
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　
日
ご
ろ
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
と
気
軽

に
声
を
か
け
あ
い
ま
し
ょ
う
。
ス
ポ
ー

ツ
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て

み
ん
な
が
子
ど
も
た
ち
と
顔
見
知
り
に

な
り
ま
し
よ
う
。

　
そ
う
し
て
青
少
年
を
地
域
ぐ
る
み
で

あ
た
た
か
く
見
守
っ
て
い
け
ば
、
蕎
少

年
の
非
行
も
減
っ
て
い
く
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
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⊥
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乙
　
　
　
　
ン
ア
　
　
ケ
牛
巾
レ
μ

．
波
堤
に
な
る
と
ヒ
も
に
、

．
社
会
の
繁
栄
に
．
役
買
り

．
て
い
る
の
で
す

　
貯
蓄
　
　
確
か
に
ひ
ヒ

．
比
巳
剛
圭
で
は
、
ツ
メ
に
火

．
を
と
も
し
な
か
ら
病
気
や

．
．
r
ど
も
の
教
育
に
備
え
ぱ
、

．
コ
ツ
コ
ツ
貯
め
る
と
い
う

・
暗
い
”
陰
の
イ
メ
ー
ジ
”

．
か
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
す
．

　
し
か
し
今
や
、
日
本
入
の
貯

・
蓄
観
は
”
陽
”
に
変
わ
η
て
き

．
て
お
り
、
貯
蓄
増
強
中
央
委
員

・
会
の
世
論
調
査
か
、
そ
の
事
児
、

．
を
端
的
に
物
語
り
て
い
ま
す
．

　
ま
ず
　
貯
凹
凹
レ
一
い
う

・
ら
何
を
連
想
す
る
か
し
ヒ
い

　
q
．
1
し
ト
．
一
．
」
り
．
5
1
二
一

｝
あ
、
　
　
）
　
、
　
4
　
．
　
卜
．
卜
，
一
’
1
　
こ
，
り

．
　
一
　
　
オ
ー
カ
匡
　
　
μ
1
1
d
q
　
オ
ー
　
レ

，
．
平
均
貯
蓄
額
で
す
、

　
　
－
へ
え
、
そ
ん
な
に
・

・
と
驚
か
れ
る
か
た
も
お
ら
れ
る

．
で
し
ょ
う
が
、
先
ご
ろ
総
理
府

，
統
計
局
が
発
表
し
た
「
全
国
消

・
費
者
実
態
調
査
一
に
よ
る
、
女

．
Y
、
れ
も
な
い
数
ル
r
で
す
．

　
臣
日
か
・
5
、
、
私
た
ち
日
本
八
は

，
匿
界
．
の
”
貯
蓄
民
族
”
レ
・
い

．
わ
れ
て
き
ま
し
た
カ
　
そ
の
名

・
の
通
り
、
諸
外
国
に
比
へ
て
わ

．
か
国
難
の
貯
訟
川
率
は
凹
柑
ル
．
抜
い
ぱ
、

．
い
圭
す
、

　
こ
う
し
た
”
貯
蓄
熱
ウ

．
よ
、
イ
　
ノ
レ
翔
司
り
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
、
．
．
目
菓
か

．
設
問
に
対
す
る
回
答
を
見
て
み

．
圭
し
ょ
う
，

　
　
、
苫
し
み
　
－
安
心
　
ー
ケ

…
チ
【
　
，
建
設
し
な
ヒ
ト
し
項
目

・
か
・
5
、
自
由
に
選
ん
で
も
ら
、
た

．
と
こ
ろ
、
　
．
位
は
－
安
心
　
の

頓
　
韻！
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］
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L
．
．
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ス
ト
　
　
F
、
　
’
匁

　
　
　
　
　
エ
　
　
　
ヒ
あ
　
　
　
ノ

か
，
、
．
・
托
」
て
、
　
－
希
甲
望

だ
い
せ
つ
、
未
来
、
廻

縄
以
　
と
結
論
、
、
　
「
ヶ
チ
．
は
．
．
．

・
六
ド
、
　
、
ど
ん
欲
　
は
わ
ず

か
0
・
－
U
官
に
過
ぎ
圭
せ
ん
で

’
・
｝
　
　
－
一
）
悶
円
　
亡
　
隔
　
　
ノ
、
　
ノ
、
　
．
一

一
、
♪
ノ
　
　
　
　
　
プ
計
凶
ー
カ
、
↓
　
　
　
丞
　
　

ち
目
本
人
は
、
貯
蓄
を
通
し
て

明
る
く
建
設
的
な
未
来
を
築
こ

う
と
し
て
い
る
こ
ヒ
か
わ
か
り

臥
龍
レ
9

　
つ
き
に
，
貯
蓄
目
的
を
却
、
一
ら
■

に
く
わ
し
く
分
析
し
て
み
表
す
・

と
、
　
〃
口
旧
．
」
卜
．
ト
ス
条
、
　
吐
以
少
　
，

　
日
　
不
，
　
　
　
’
「
　
⊥
P
　
　
　
君
な

　
な
亦
電
化
が
起
「
㍉
み
、
い
圭
す
■

　
　
　
　
リ
コ
し
　
リ
　
ロ
ヘ
　
ト
ワ
ラ
ぱ
ノ
　
ご
ぼ
　
ロ

　
　
　
カ
ノ
メ
ギ
　
イ
　
り
び
ロ
ソ
づ
ユ

　
　
？
困
え
　
」
－
如
㌧
て
－
，

レ
　
わ
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
け
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
や

れ
ば
㌧
女
・
し
　
し
一
い
う
仁
う
’

な
、
い
わ
は
完
’
付
ぎ
．
不
小
女
．

に
備
え
る
た
め
の
貯
蓄
か
．

k
　
　
　
、
一
　
）
、
　
見
　
」
　
ダ
　
、
　
1
　
、

層
山
り
好
ダ
　
　
イ
・
　
r
　
　
．
一
．

ヒ
も
の
教
育
費
や
糺
婚
資
．

金
　
　
ヒ
也
・
㌧
琴
，
至
な
ヒ
．

の
旧
い
入
れ
な
ヒ
・
巨
ハ
・

体
的
な
牛
活
設
註
に
基
つ
…

く
も
の
か
増
え
オ
、
㍉
み
、
い
・

と
外
4
，

　
貯
蓄
は
　
イ
ン
フ
レ
抑
制
L
■

の
ほ
か
に
、
貯
蓄
か
銀
行
や
郵
．

便
局
の
預
貯
金
レ
一
な
り
、
そ
の
，

お
金
が
h
聖
業
資
金
．
、
あ
る
い
は
．

％
距
校
、
ヘ
ム
園
、
道
路
な
レ
・
ヒ
い
，

　
．
　
ソ
ハ
．
曽
　
2
　
ナ
　
レ
　
ダ
リ
・
、
、
．
．
、
．
c

　
♪
ノ
不
オ
ナ
ノ
／
ノ
　
0
ノ
ノ
日
’
ぞ
’
「

本
を
増
や
す
資
金
と
な
る
こ
と
・

　
　
　
，
圭
一
、
　
ゾ
、
こ
　
ノ
　
．
　
＼
　
，

　
　
　
r
　
　
　
－
　
　
　
E
ノ
’
・
　
　
ノ

　
八
の
貯
蓄
か
そ
れ
に
糺
ひ
つ
・

ぎ
一
、
国
の
紆
済
活
動
の
工
春
几
．

㌔
一
徳
ヒ
な
コ
て
い
る
の
で
■

弓
「
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幸脇の黒木幹夫さん

さん夫幹木黒

　
昭
和
．
趾
L
「
．
κ
年
－
度
愈
弟
卜
．
．
．
回
　

の
日
向
市
文
化
功
労
者
に
、
市
内
磐

脇
．
．
．
．
．
．
の
黒
木
幹
夫
さ
ん
　
漁

黙
、
5
4
歳
）
が
体
育
部
門
の
功
績
で
選

ば
れ
圭
し
た
．

　
こ
の
史
化
功
．
労
者
は
学
術
、
芸
術
、

技
術
、
体
育
、
そ
の
他
の
．
κ
部
門
を

対
象
に
選
定
さ
れ
る
も
の
で
、
今
回

は
体
育
部
門
の
功
労
者
と
し
て
黒
木

さ
ん
が
選
ば
れ
、
レ
．
月
．
．
．
日
の
文

化
の
日
に
、
市
．
長
室
で
そ
の
授
賞
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
．

　
黒
木
さ
ん
は
、
昭
和
、
．
．
卜
六
年
日

向
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
結
成
に
参
加

し
、
初
代
の
副
会
．
長
と
し
て
活
躍
。

昭
和
．
．
一
卜
几
年
・
か
ら
川
U
卜
六
年
ま
で

日
’
同
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
理
質

．
長
、
昭
和
四
卜
四
年
・
か
ら
は
、
日
’
呵

市
体
育
指
導
1
1
と
し
て
．
．
．
期
務
め
て

お
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
昭
和
四
ト
し

年
か
ら
宮
崎
県
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

理
賢
．
長
に
就
任
し
、
現
在
に
至
っ
て

ミ
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
ロ

㌧
ま
詩
9
－

　
こ
の
間
、
昭
和
四
卜
．
．
．
年
に
瓦
州

実
業
団
男
ヂ
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
、

昭
和
四
卜
六
年
・
に
・
全
日
本
∴
般
女
f

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
、
昭
和
四
「
「
’
几

年
に
も
同
大
会
、
昭
和
．
κ
卜
．
一
．
年
に

全
日
本
．
般
男
r
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
を
日
向
市
で
開
催
さ
せ
、
市
は
も

と
よ
り
県
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
振
興
に

八
、
力
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
昭
和
．
κ
卜

．
．
．
年
に
は
、
こ
れ
・
5
、
の
功
績
に
対
し

て
全
日
本
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
長
か

ら
表
彰
を
受
け
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
昭
和
．
κ
卜
．
．
年
六
月
に
は

コ
ソ
フ
ト
ボ
！
ル
協
会
合
宿
所
」
を

私
財
を
投
じ
て
白
宅
近
く
に
開
設
。

県
内
チ
ー
ム
の
選
f
強
化
に
大
き
な

貢
献
を
し
て
い
ま
す
。

華
藩

11月3日の「文化の日」に行われた文化賞授賞式

秋
の
叙
勲

海
野
・
元
教
育
長
受
章

こ
と
し
の
秋
の
叙
勲
で
、
市
内
財
　
光
芋
の
海
野
強
さ
んさん強野海

（．

R
市
教
ム
ー
1
．
長

⑳
歳
）
が
、

教
育
功
労
者

と
し
て
勲
．
h

等
双
尤
旭
日

血
早
々
」
略
丈
侃
い
ざ
」

れ
ま
し
た
、

　
海
野
さ
ん

十
伊
右
目
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通
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学
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化
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記念事業実行委スタート

市制30周年に向け

　
日
向
市
は
来

年
四
月
．
H
で

一
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
匡
　
ノ
「

　
　
　
　
　
、

を
迎
え
ま
す
が

こ
れ
を
記
念
す

る
雅
業
の
企
萌
、

運
営
に
あ
た
る

た
め
、
卜
月
．
．

1
万
口
付
て
巾

制
怖
芦
付
．
．
、
卜
・
…
周

年
記
念
行
賢
実

行
委
員
会
へ
会

．
く
●
」
手
汀
吻
馬
丈
一

一
工
　
　
　
　
H
⊥
’
f

を
発
足
さ
せ
圭

し
た
。

　
一
’
り
ト
p
よ
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㌔
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日
垂
T
　
　
　
　
　
ノ
ノ
ー

目
U
l
－
　
6
　
1
．
i
l
一
．
リ

ノ
　
ナ
　
　
　
一
巳
一
口
，
一
□

町
と
岩
脇
村
が

　
　
．
．
卜
－
し
し
．
卜

　
　
　
　
　
戸
一

の
中
央
公
民
館
も
完
成
す
る
～
r
定
で

す
の
で
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
．
氾
念
雅

業
が
で
き
そ
う
で
す
。

　
笛
．
．
回
の
実
行
委
員
会
は
ト
．
1
1

卜
．
．
．
日
、
竿
後
．
蒔
一
．
．
．
卜
分
か
ら
開

11

獅
ﾍ

「
技
能
尊
重
月
間
」

合
併
し
て
市
制
を
施
行
。

に
細
島
臨
海
L
裳
地
帯
の
造
成
に
着

f
し
、
一
．
．
鞍
瓦
年
に
新
産
業
都
市
に

指
定
さ
れ
、
農
L
併
進
の
都
市
と
し

て
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
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目
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．
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．
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園
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醒
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薄
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薄
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。
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潮
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光
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貝
塚
が
起
つ
か
り
、
ト

一
月
六
日
、
県
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
の
石

川
恒
太
郎
さ
ん
が
調
査
し
確
認
し
ま
し
た
。
日

向
市
で
の
貝
塚
発
兄
は
初
め
て
で
、
古
代
沿

岸
住
民
の
生
活
を
凱
証
す
る
資
料
と
し
て
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。
発
見
さ
れ
た
の
は
標
高
レ
四

冒
の
台
地
。
こ
の
日
の
発
掘
調
査
で
は
縄
文
L

器
片
や
お
も
り
石
な
ど
が
出
五
し
、
縄
文
時
代

の
貝
塚
で
あ
る
こ
と
を
確
認
。
文
化
財
関
係
者

か
ら
は
「
A
，
回
の
発
見
の
意
義
は
大
き
い
」
と

の
声
が
鵡
て
い
ま
す
。

＜
市
内
で
初
の
貝
塚

けいたろうちゃん金賞

　
「
金
賞
お
め
で
と
う

I
」
。
第
一
．
回
宮
崎
県

幼
児
絵
画
展
で
、
市
内

南
日
向
天
使
幼
稚
園
の

か
わ
の
け
い
た
ろ
う
ち

ゃ
ん
へ
5
歳
）
の
作
品

「
ど
う
ぶ
つ
」
が
金
賞

に
輝
き
ま
し
た
。

　
絵
画
展
に
は
県
内
か

ら
四
．
白
．
，
卜
八
点
の
応

募
が
あ
り
、
こ
の
う
ち

．
、
百
点
が
入
選
（
金
四

レ
、
銀
六
卜
、
銅
百
）
。

日
向
市
か
ら
は
八
点
を

応
募
し
て
、
け
い
た
ろ

う
ち
ゃ
ん
の
作
品
が
入

選
し
た
も
の
で
す
。

酪
　
　
　
ラ
漿

　
　
開

心ロロロロ

篠
2

灘識
－
，
写
か

レ
ア
ユ
の
人
工
ふ
化

　
レ
．
月
レ
．
一
日
午
後
、
市
内
美
々
津
を
流
れ
る
石
並
川
で
、
美
幸
内
水

面
漁
協
（
相
田
俊
一
組
合
長
、
．
、
百
一
人
）
に
よ
る
“
ア
ユ
の
人
r
ふ
化
”

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
自
然
保
護
と
資
源
保
護
を
ね
ら
い
に
六
年

前
か
ら
始
め
た
も
の
で
す
。

　
水
温
も
冷
た
い
石
並
川
に
網
を
か
け
て
お
く
と
、
や
が
て
体
長
二
十
～

ニ
レ
五
拷
の
天
然
ア
ユ
が
次
々
と
か
か
り
ま
す
。
こ
れ
を
雄
ア
ユ
と
雌
ア

ユ
に
選
別
し
、
雌
か
ら
採
っ
た
卵
に
雄
の
精
r
を
か
け
て
、
シ
ュ
ロ
の
皮

を
張
っ
た
．
バ
ラ
”
に
付
着
さ
せ
ま
す
。
こ
の
“
バ
ラ
”
を
ふ
化
そ
う
に
入

れ
川
に
沈
め
て
一
、
週
閤
後
に
は
、
稚
魚
が
石
並
川
を
ド
り
始
め
ま
す
。

い
っ
た
ん
日
向
灘
に
出
た
ア
ユ
は
来
春
、
再
び
石
並
川
に
も
ど
っ
て
く
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

、
　
’
薄
層
【

豊のρ

臨
．
ひ

ト

▲おとしよりの作品展

　
市
内
脚
贔
高
に
あ
る

特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
永
寿
園
（
森
迫
・
・
艮

一
園
長
、
入
園
者
症

ト
人
）
の
老
人
作
品

展
が
ト
一
月
四
日
か

ら
八
日
ま
で
、
市
内

太
－
町
の
宮
銀
日
向
h
文

店
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
寝
た
き
り
の
お
と

し
よ
り
た
ち
カ
リ
ハ

ビ
リ
療
養
を
受
け
な

ご
　
　
　
　
ご
ロ
　
　
ず
ヘ
　
　
へ
　
　
ユ

カ
ら
僅
㌃
、
」
カ
し
竹
り

の
一
つ
と
し
て
趣
味

の
r
伸
．
吾
…
を
市
民
に

断
て
も
ら
お
う
と
、

初
め
て
の
園
外
展
を

開
い
た
も
の
で
す
。

作
品
は
貝
ガ
ラ
細
n
、

飾
り
ひ
ょ
う
た
ん
、

r
袋
な
ど
約
百
点
で

し
た
。
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利
た
ち
力

食
べ
て
い
る

米
に
は
、
ど

ん
な
栄
養
分

が
含
ま
れ
て

い
る
か
ご
存

じ
で
す
か
。

よ
く
、
「
米
は

デ
ン
プ
ン
質

だ
け
」
と
い

う
よ
う
な
こ

と
を
耳
に
し

ま
す
が
、
決

し
て
そ
ん
な

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
米
の
成
分
を
見
ま
す
と
、
精
米
百

r，

ﾖ
茶
わ
ん
に
軽
く
二
杯
分
）
中
に

含
ま
れ
る
髭
な
成
分
は
、
デ
ン
プ
ン

質
（
糖
質
）
ヒ
κ
・
五
　
，
、
タ
ン
パ

ク
、
質
六
・
八
‘
．
な
ど
で
す
。

　
米
は
昔
か
ら
日
本
人
の
重
要
な

θ
　
’
　
’
　
’
　
’
　
’
　
’
　
’
　
’
　
　

　
0
　
　
　
ρ
　
’
　
ρ
　
　
　
9
　
　
　
θ
　
　　
ρ
　
θ
　
’
　
ρ

　
　
間
　
　
被
差
別
部
落
の
人
た
ち

は
、
同
情
や
哀
れ
み
で
関
心
を
得
て

自
分
た
ち
で
問
題
を
大
き
く
し
て
い

る
よ
う
で
す
。
も
っ
と
普
通
に
接
し

て
い
れ
ば
い
い
。
あ
ま
り
に
も
自
分

た
ち
自
身
で
苦
し
ん
で
い
る
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

タ
ン
パ
ク
源
で
あ
り
、
現
在
で
も

タ
ン
パ
ク
質
の
κ
分
の
．
を
米
か
ら

摂
取
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
米
に
含
ま
れ
る
タ
ン
パ
ク

質
は
、
他
の
食
品
に
含
ま
れ
る
タ
ン

パ
ク
質
と
比
べ
て
も
、
た
い
へ
ん
優

殉
　
凱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
凱

　
れ
て
い
ま
す
。

　
　
タ
ン
パ
ク
質
の
人
体
内
で
の
利
用

　
効
率
を
．
卜
す
プ
ロ
テ
イ
ン
ス
コ
ア

　
　
（
数
値
が
高
い
ほ
ど
質
が
良
く
、
体

　
内
で
効
果
的
に
利
用
さ
れ
る
）
で
兄

　
ま
す
と
、
理
想
タ
ン
パ
ク
源
と
い
わ

’
　
　
　　
0
　
’
　
∂
　
0
　
’
　
θ
　
’
　
’
　
’
　
’
　
　
　
　
θ
　
0
　
　
　　
0
　
’
　
’
　
’
　
’
　
’
　
’
　
’
　
’
　
　
　
　
ρ
　
∂
　
’

　
も
う
少
し
、
解
放
運
動
を
進
め
て

い
る
部
落
の
人
た
ち
と
よ
く
話
し
合

っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
決
し
て
同
情

や
哀
れ
み
で
関
心
を
得
よ
う
と
す
る

も
の
で
な
い
こ
と
は
す
ぐ
わ
か
り
ま

す
。
部
落
の
人
た
ち
は
、
自
分
た
ち

柵粕

諟
p
歎
　
　
一
同
和

別
か
ら
解
放
し
よ
　
　
　
ゴ
…
…
…

う
と
凱
ち
ト
．
が
っ

て
い
る
の
で
す
。

　
部
落
解
放
、
つ
ま
り
部
落
差
別
を

な
く
す
る
た
め
に
は
、
大
き
く
い
っ

て
二
つ
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

一
つ
は
教
育
で
す
。
差
別
的
な
観
念

や
鍵
盤
を
な
く
す
た
め
に
は
、
学
校

教
育
や
社
会
教
育
を
通
じ
て
徹
底
的

な
人
権
尊
重
の
た
め
の
民
n
教
育
を

進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
．
．
つ

め
は
、
差
別
を
発
生
さ
せ
る
原
因
を

な
く
す
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
、
部
落

と
そ
れ
を
と
り
ま
く
周
辺
の
人
び
と

の
生
．
活
水
準
を
向
ヒ
さ
せ
る
こ
と

で
す
。

　
　
こ
れ
ら
は
も
と
よ
り
、
部
落
の
人

び
と
自
身
が
、
自
ら
の
生
活
と
権
利

を
確
保
す
る
た
め
に
疏
ち
ヒ
が
る
こ

と
が
必
要
で
す
が
、
そ
れ
と
、
ど
う
し

　
て
も
国
お
よ
び
地
方
自
治
体
の
政
策

や
行
政
を
通
じ
て
、
そ
の
推
進
が
は

　
か
ら
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
同

情
や
哀
れ
み
に
訴
え
る
の
で
な
く
、

部
落
の
人
た
ち
は
、
そ
れ
が
自
分
た

ち
の
権
利
で
あ
り
国
や
自
治
体
の
行

政
責
任
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
を

要
求
し
、
自
ら
も
運
動
を
進
め
て
い

　
る
の
で
す
。

問
題
を
知
る
た
め
に

　
同
情
や
哀
れ
み
は
、
差
別
を
前
提

と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
、
む
し

ろ
差
別
の
助
長
以
外
の
何
も
の
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。
差
別
を
な
く
す
た
め

に
凱
ち
ヒ
が
っ
て
運
動
を
進
め
て
い

る
人
た
ち
が
、
そ
う
し
た
凱
場
に
た

っ
て
い
な
い
の
は
当
然
の
こ
と
で
し

ょ
う
。

　
部
落
差
別
を
な
く
す
こ
と
は
、
国

民
や
住
民
の
信
託
を
受
け
、
そ
れ
に

奉
仕
す
る
義
務
を
持
っ
て
い
る
国
や

自
治
体
が
、
当
然
に
す
る
べ
き
こ
と

な
の
で
す
。
ま
た
そ
れ
は
、
近
代
百

年
の
部
落
に
対
す
る
社
会
的
疎
外
、

れ
る
タ
マ
ゴ
．
○
○
に
対
し
て
、
米

は
ヒ
ヒ
を
．
小
し
て
お
り
、
牛
肉
の
八

○
、
牛
乳
の
ヒ
四
と
ほ
ぼ
肩
を
な
ら

べ
て
い
ま
す
。
ま
た
“
畑
の
肉
”
と

い
わ
れ
る
大
．
兄
の
．
κ
．
互
よ
り
も
高

く
、
米
の
タ
ン
パ
ク
価
は
穀
物
の
中

で
も
最
も
．
質
の
よ
い
も
の
と
い
え
ま

す
。
ま
た
、
米
の
タ
ン
パ
ク
質
の
中

に
は
、
r
ど
も
の
成
長
に
欠
く
こ
と

の
で
き
な
い
栄
養
素
「
リ
ジ
ン
」
を

多
く
含
ん
で
い
ま
す
。

　
つ
ぎ
に
価
格
の
．
面
か
ら
兄
て
み
ま

す
と
、
タ
ン
パ
ク
質
を
ト
「
”
．
摂
取
す

る
た
め
に
米
の
場
合
四
レ
八
円
で
す

が
、
タ
ン
パ
ク
価
が
ほ
ぼ
同
じ
の
牛

乳
は
九
レ
四
円
、
牛
肉
で
は
．
肖
六
卜

六
円
と
米
の
二
倍
か
ら
．
．
．
倍
も
し

ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
数
字
を
兄
て
も
、
米
は

経
済
的
で
良
質
の
タ
ン
パ
ク
源
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。

・
Q
あ
ん
ど
A
瓢
⑦
鍵
犠
欝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
あ
り
、
極
端
な
こ
と
を
い
え
ば
差

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
別
を
受
け
る
人
に
「
人
間
に
な
る
な
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
死
ね
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
人
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
に
対
し
て
、
何
の
理
由
も
な
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
う
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
私
た
ち
は
、
も
っ
と
も
っ
と
人
権

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て
考
え
、
学
習
し
、
そ
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
基
本
的
人
権
が
何
も
の
に
も
増
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
尊
重
さ
れ
る
民
ド
髭
義
社
会
を
つ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
た
め
に
も
、
も
っ
と
も
っ
と
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和
教
育
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
思
い
ま
す
。

　
行
政
的
放
置
へ
の
補
償
の
意
味
を
も

　
含
ん
で
い
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　
　
普
通
に
接
し
て
い
れ
ば
い
い
と
は

　
ど
ん
な
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
少
し
ば

　
か
り
差
別
的
な
言
葉
を
か
け
ら
れ
、

　
少
し
ば
か
り
差
別
さ
れ
て
も
、
そ
ん

　
な
こ
と
を
問
題
に
せ
ず
．
平
気
な
顔
を

　
し
て
す
ま
し
て
い
う
　
　
と
い
う
こ

　
と
で
し
ょ
う
か
。

　
　
差
別
と
い
う
も
の
は
、
と
り
わ
け

　
部
落
差
別
と
い
う
も
の
は
、
そ
ん
な

　
な
ま
や
さ
し
い
も
の
で
は
あ
り
ま

　
せ
ん
。
部
落
差
別
を
甘
受
し
ろ
と
い

－
　
　
　
髪
魁
編
藷
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「おしらせ
　
o
o

畷
●・L
．

O

日
南
と
延
岡

しおしらせ

訓
練
生
を
募
集

　
県
疏
口
南
高
等
職
業
訓
練
校
は
、

養
成
訓
練
お
よ
び
職
業
転
換
訓
練
を

実
施
す
る
た
め
、
五
十
六
年
度
の
訓

練
生
を
つ
ぎ
の
要
領
で
募
集
し
ま

す
。　
▽
募
集
人
員

　
・
養
成
訓
練
一
建
築
科
．
．
．
卜
人
、

自
動
車
整
備
科
＝
．
卜
人

　
・
職
業
転
換
訓
練
一
建
築
科
卜

人
、
自
動
躯
整
備
科
仁
人

　
▽
応
募
資
格

　
・
養
成
訓
練
1
1
①
建
築
科
…
中
学

校
卒
業
者
、
ま
た
は
こ
れ
と
同
等
以

ヒ
の
学
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る

人
、
②
自
動
車
整
備
科
…
高
等
学
校

卒
業
以
し
の
人
、
ま
た
は
こ
れ
と
同

等
以
し
の
学
力
を
有
す
る
人

　
・
職
業
転
換
訓
練
…
中
高
年
齢
者

な
ど
を
対
象
に
、
公
共
職
業
安
定
所

の
入
校
指
．
小
を
受
け
た
人
（
自
動
車

整
備
科
に
つ
い
て
は
高
校
卒
業
以
ヒ

の
人
）

　
▽
訓
練
期
間
一
－
い
ず
れ
も
一
年

忌
▽
願
淋
受
付
一
五
長
五
年
卜
、
一
1
1

↓
日
か
、
ら
で
れ
十
⊥
八
二
一
月
L
I
一
一
日

　
▽
申
し
込
み
と
問
い
合
わ
せ
1
1
各

公
共
職
業
安
定
所
、
ま
た
は
同
訓
練

校
（
日
南
市
大
字
楠
原
三
八
、
魯
日

南
⑤
一
一
・
二
九
）

◎市役所の代表電話番号は㊧2111です。★広報に載った“写真，をさしあげます。係までご連絡を。

’響『…欝、

∴顕し’瞭

白ばらクイズ　（47）

　
ま
た
、
延
岡
総
合
高
等
職
業
訓
練

校
は
充
十
六
年
度
の
訓
練
生
を
つ
ぎ

の
要
領
で
募
集
し
ま
す
。

　
▽
応
募
資
格
1
1
学
校
教
育
法
に
よ

る
義
務
教
育
卒
業
者
、
ま
た
は
卒
業

見
込
み
の
人
。

　
▽
訓
練
科
目
と
募
集
人
員

　
・
機
械
科
1
1
六
十
五
人

　
・
板
金
科
一
1
．
．
セ
人

　
・
配
管
科
1
1
二
十
人

　
・
電
気
機
器
科
1
1
二
卜
人

　
・
建
築
科
1
1
．
．
卜
五
人

　
▽
訓
練
期
間
1
1
い
ず
れ
も
二
年

頃
▽
願
絃
日
受
付
1
1
互
卜
五
年
卜
↓
、
月

一
H
か
ら
圧
レ
六
年
一
月
卜
四
日

　
▽
試
験
日
一
丘
L
i
上
一
年
一
月
．
．
L
一

．
日
、
午
前
九
時
か
ら

　
▽
問
い
合
わ
せ
と
申
し
込
み
1
1
各

氏
共
職
業
安
定
所
ま
た
は
同
訓
三
校

（
延
岡
市
L
L
々
呂
町
h
ハ
．
J
日
巳
．
、
〇
一
、

八
、
魯
延
岡
⑰
〇
六
ヒ
五
）

作
業
停
電
に
ご
協
力
を

　
鷹
気
を
い
つ
で
も
ご
満
足
に
お
使

い
い
た
だ
け
る
よ
う
に
一
こ
れ
が

九
州
電
力
の
願
い
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
一

　
・
電
気
の
新
規
申
し
込
み
に
伴
う

電
線
の
張
り
替
え
や
変
圧
器
の
し
げ

替
え
作
業

　
・
道
路
拡
張
や
住
宅
造
成
な
ど
、

　
【
問
題
】

　
選
挙
に
関
す
る
○
．
名
運
動
と
は
、

の
挙
に
際
し
選
挙
に
関
す
る
事
項
を

動
機
と
し
て
行
わ
れ
る
署
名
収
集
の

運
●
．
を
い
う
。

　
▽
右
の
の
に
は
ど
ん
な
文
字
が
あ

て
は
ま
り
ま
す
か
？
　
答
え
を
は
が

き
に
井
い
て
、
本
町
ー
ザ
番
荏
号
、
市

選
挙
管
理
委
員
会
あ
て
ト
∴
．
月
卜
日

ま
で
に
お
出
し
く
だ
さ
い
。

　
正
解
者
多
数
の
と
き
は
、
抽
選
で

．
．
．
人
の
か
た
に
記
念
口
旧
を
さ
し
あ
げ

★
1
1
月
1
5
日
か
ら
狩
猟
解
禁
。
と
り
返
し
の
つ
か
な
い
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
！
（
日
向
警
察
署
）

み
な
さ
ん
の
要
請
に
よ
る
電
線
路
の

変
更
作
業

　
・
事
故
を
防
ぐ
た
め
の
い
ろ
い
ろ

な
補
修
作
業

一
な
ど
が
必
要
で
す
。

　
工
事
に
よ
っ
て
は
、
作
業
者
の
安

全
と
作
業
の
能
率
向
h
の
た
め
、
や

む
を
得
ず
停
電
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
作
業
停
電

の
日
時
は
事
前
に
広
報
躯
、
新
聞
な

ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
事
情

を
ご
理
解
の
う
え
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
　
　
〈
九
州
電
力
日
向
営
業
所
〉

成
人
の
臼

式
典
案
内
と
感
想
文
募
集

　
市
は
来
春
一
月
卜
五
日
（
成
人
の

日
）
、
新
し
く
．
．
卜
歳
を
迎
え
る
寿

年
を
祝
い
励
ま
す
「
成
人
式
典
」
を

コ
ダ
　
ヘ
　
　
　
　
コ
　
　

子
し
ま
」
9

　
つ
ぎ
の
要
領
で
式
典
参
加
者
を
募

集
し
ま
す
の
で
多
数
申
し
込
ま
れ
る

よ
う
ご
案
内
し
ま
す
。

　
▽
該
当
す
る
人
1
1
昭
和
．
．
．
卜
五
年

四
1
1
．
．
日
か
ら
昭
和
．
．
．
レ
六
年
四
月

．
H
ま
で
に
生
ま
れ
た
か
た

　
▽
申
し
込
み
方
法
1
1
郵
便
、
電
話

で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
が
、
住
所
、
氏

名
、
生
年
月
目
、
勤
務
先
、
世
帯
F
．

氏
名
、
電
話
番
号
を
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
日
向
市
に
居
住
し
て
お
り

住
民
基
本
ム
ー
－
帳
に
登
載
さ
れ
て
い
る

新
成
人
者
に
つ
い
て
は
、
市
教
育
委

員
会
か
ら
直
接
往
復
は
が
き
で
ご
案

内
し
ま
す
。

　
ま
た
、
市
教
育
委
員
会
と
市
選
挙

管
理
委
員
会
は
、
新
成
人
者
の
感
想

文
を
募
集
し
ま
す
。

　
▽
表
題
と
内
容
一
「
成
人
の
日
」

を
迎
え
、
新
成
人
者
ま
た
は
社
会
人

と
し
て
、
と
く
に
地
方
自
治
や
国
政

へ
の
参
加
に
つ
い
て
、
自
分
が
経
験

し
た
こ
と
や
、
考
え
た
り
感
じ
た
り

し
た
こ
と
。
表
題
は
、
そ
の
内
容
に

あ
っ
た
ふ
さ
わ
し
い
も
の
。

　
▽
原
稿
枚
数
一
四
百
字
づ
め
の
原

稿
用
紙
八
枚
へ
一
、
一
千
二
百
字
）
以
内

　
▽
選
考
一
応
募
作
品
の
中
か
ら
↓
．
．

編
を
選
び
、
成
人
式
典
当
日
に
二
編

（
男
女
）
を
発
表
し
ま
す
。

　
▽
申
し
込
み
期
限
一
1
式
典
参
加
申

し
込
み
は
レ
一
．
月
．
．
卜
日
ま
で
、
感

想
文
の
応
募
は
レ
、
」
月
レ
圧
日
ま

で
で
す
。

　
▽
申
し
込
み
と
問
い
合
わ
せ
1
1
市

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
へ
魯
内
線

し
し
一
上
ハ
、
　
m
門
．
二
九
）

l
I

診　　療　　科　　目
　　■　　　一　幽　一　　．

a［医）題名
了住　所

電　　　話

内　・外　・放科 和田病院 中　原 乱2）2045

7 産　　婦　　入　　科 滝拝医院 都　田1 e、2409

内　　　　　　　科 大’F医院 北　町 〔2）3337

内・外・皮・泌・婦 三股病院 距～iド 、8）003．4

14 内　　　　　　　科 条給黎医院 切島山 q：，2459

内　・　・卜　児　科 東　1気　院 門川町 k3）28〔〕0

内　臼　・　外　科 樋日病院 1“川町

③
l
o
3
6
一

21
眼　　　　　　　　科 稲康医院 中　町 （2）2209

内　・・卜　・放科
、［

S田医院 山　　ド U、4401

外・整外・胃腸・皮 「・代田病院 鶴　田f 32）7111

28
産　　婦　　八　科 柳田［円く院 都　聞 ②2950

内・放・精神科 田中病院 門川町 1し3）1446

産婦・外・胃腸・放　　　　　」 1木医院 往　還 、コ）4468

29
内　・　胃　腸　科 占森医院 原　町 の4046

精　　　神　　　科 協和病院 往　還 ④2806

整　　形　　外　　科 鮫島医院 原　町 ②8191
3｛， 産　　婦　　入　科 永川株院 鶴　町 ②3388

内　・　・」・児　科 田中［欠院 江良町 ⑳2515

耳鼻　・口因喉科 長田1欠院 原　町 噂0266

産婦・内・外科 渡辺病院 笹野中 ⑦101正
31

内・放一」・児科 白百病院 門川町 ：3〕1365

内　　　　　　　科 黒木医院 占野川 ：2）6055

脚
立
六
か
月
児
検
診

　
十
二
月
の
一
歳
六
か
月
児
の

健
康
診
査
は
、
十
二
月
十
八
日

の
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
、
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
春
原
町
）

で
行
い
ま
す
。

　
対
象
幼
児
は
、
昭
和
五
十
四

年
六
月
一
日
目
ら
六
月
三
十
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
子
ど
も
で

す
。

母
子
健
康
手
帳
を
忘
れ
ず
に

　
▽
入
団
説
明
会
一
－
。
一
月
．
．
．
卜
日

午
前
九
時
か
ら
、
保
護
者
同
伴
で
出

席
し
て
く
だ
さ
い
。

　
▽
会
場
1
1
市
社
会
福
祉
協
議
会
一
．

階
会
議
室

　
▽
経
費
1
1
入
団
費
（
．
．
千
κ
百
円
）

育
成
会
費
（
1
ー
ヒ
百
円
）
、
製
服
（
カ

ブ
ー
ー
ヒ
f
r
円
、
ボ
ー
イ
ー
．
万
円
）

　
▽
申
し
込
み
と
問
い
合
わ
せ
1
1
市

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
（
費
内
線

ヒ
．
六
）

年
賀
状
は
1
2
月
1
5
日
ま
で
に

あ
て
名
は
正
し
く

ま
す
。
な
お
、
は
が
き
に
は
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
は
っ
き

り
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
先
月
号
は
「
演
」
　
「
政
」
　
「
宣
」

が
正
解
で
、
応
募
九
通
、
正
解
六
通

で
し
た
の
で
、
つ
ぎ
の
か
た
に
記
念

品
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

①
黒
木
止
r
（
幸
三
一
．
．
．
）

②
黒
木
豊
蔵
（
平
岩
．
．
、
．
．
．
．
．
○
）

③
田
中
秀
男
（
原
町
．
．
．
r
目
）

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

入
団
し
ま
せ
ん
か

　
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
日
向
第
一
団

は
、
い
ま
カ
フ
ス
カ
ウ
ト
と
ボ
ー
イ

ス
カ
ウ
ト
の
団
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　
▽
入
団
資
格
1
1
や
る
気
が
あ
り
、

保
護
者
の
承
諾
が
あ
れ
ば
O
K
！

　
▽
募
集
人
員

　
・
カ
ブ
ス
カ
ウ
ト
（
小
学
．
、
．
、
、

．
．
．
年
生
）
一
骨
八
人
ず
つ
．
．
レ
四
人

　
・
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
（
小
学
四
、

丘
佃
十
ル
上
）
　
1
各
八
八
へ
同
ず
つ
L
1
』
聖
人

　
年
賀
状
の
受
け
付
け
ば
ト
．
．
月
卜

．
互
日
か
ら
で
す
。

　
年
賀
状
を
年
末
押
し
迫
っ
て
出
す

と
、
．
兀
日
．
の
配
達
に
ま
に
あ
わ
な
く

な
り
ま
す
の
で
、
〃
年
賀
デ
ー
’
（
年

賀
状
を
階
く
日
）
を
一
．
一
．
月
六
日
、

ヒ
日
、
ト
一
．
．
日
、
卜
四
日
と
決
め
て

早
め
に
準
備
し
て
ト
．
、
月
．
．
卜
日
ま

で
に
嘱
し
て
く
だ
さ
い
。

　
年
賀
状
を
出
す
と
き
は
、
あ
て
先

回
（
例
え
ば
、
市
内
あ
て
、
県
内
、

県
外
な
ど
）
に
分
け
、
そ
れ
ら
が
わ

か
る
よ
う
に
記
入
し
た
紙
を
つ
け
て

束
ね
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
小
包
は
年
賀
状
の
受
け
付

け
が
始
ま
る
ト
．
．
月
卜
κ
H
を
過
ぎ

て
か
ら
出
し
ま
す
と
、
業
務
が
ふ
く

そ
う
し
て
年
内
に
配
達
で
き
な
い
こ

O
伍

　
　
　
魅
も

と
も
あ
り
ま
す
。

　
年
末
の
小
包
は
遅
く
と
も
ト
．
．
月

レ
．
症
日
ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
年
賀
状
な
ど
の
郵
便
物
が

早
く
．
止
確
に
届
く
よ
う
に
、
つ
ぎ
の

こ
と
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
○
郵
便
受
箱
を
設
置
す
る
。

　
○
表
札
な
ど
、
家
族
の
氏
名
の
わ

か
る
も
の
を
掲
げ
る
。

　
○
あ
て
名
は
完
全
に
、
差
出
人
の

住
所
な
ど
も
略
さ
ず
に
記
画
す
る
。

と
く
に
、
市
内
財
光
寺
と
か
市
内
日

知
屋
だ
け
で
は
郵
便
物
は
届
き
ま

せ
ん
。
必
ず
、
つ
．
の
番
地
、
一
番
つ

号
、
つ
の
ア
パ
ー
ト
の
口
、
－
ま
で
く
わ

し
く
井
い
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
へ
日
向
郵
便
局
〉

ニ
セ
行
政
書
士
に
注
意
P
・

　
行
政
井
十
　
　
「
他
人
の
依
頼
を

受
け
、
報
酬
を
得
て
官
公
署
に
提
出

す
る
井
類
、
そ
の
他
の
権
利
、
義
務

ま
た
は
事
実
、
証
明
に
関
す
る
酵
類
を

作
成
す
る
こ
と
を
業
務
と
す
る
」
と

あ
り
ま
オ
，

　
最
近
、
資
格
の
な
い
、
い
わ
ゆ
る

「
に
せ
行
政
＃
士
」
が
横
行
し
て
お

り
、
慧
H
類
の
作
成
ま
た
は
相
談
業
務

を
し
て
い
る
こ
と
が
多
く
見
受
け
ら

れ
ま
す
。

　
官
公
署
に
提
出
す
る
行
政
関
係
井

類
（
建
設
業
許
可
申
請
、
農
地
法
関

係
、
自
動
卓
登
録
関
係
、
、
月
籍
関
係
、

陳
情
菩
な
ど
）
は
、
資
格
の
あ
る
行

政
井
十
を
利
用
し
て
、
無
資
格
者
に

は
井
類
の
作
成
な
ど
を
絶
対
依
頼
し

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
不
審
な
点
が
あ
れ
ば
、
行
政
瀞
L

会
H
向
芝
部
へ
費
②
四
　
　
　
V
へ

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

あ
た
た
か
い

　
　
ご
寄
付

日
向
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
つ
ぎ
の
か
た
が
た
か
ら
香
典
返
し

と
し
て
社
会
福
祉
事
業
寄
付
金
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
敬
称
略
）

　
▽
赤
片
巌
（
鶴
町
）
▽
中
川
ア
キ

エ
　
（
・
水
江
町
）
▽
．
、
．
樹
政
茂
↑
水
江

町
）
▽
柏
田
八
重
ヂ
（
亀
崎
東
）

▽
永
友
初
（
本
谷
）
▽
篠
山
守
（
ヒ

町
）
▽
膿
木
サ
キ
へ
鶴
町
）
▽
歌
津

初
江
〔
本
町
）
▽
児
E
秀
夫
へ
切
島

山
．
．
）
　
　
以
ヒ
レ
月
分
で
し
た
り

団
刷
　
体
犀
η
貞
甲
刷
桝
氏
〆
、
召
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